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0健康なからだをつくり、

高い教養を身につける

0趣味を高め、うるおいのある生活をする。

。環境をととのえ、健全な子供の育成につとめる。

(大洲市民憲章)
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7月の納税

こ
の
四
月
、
市
内
の
五
十
九
事

業
所
に
採
用
さ
れ
、
新
し
く
就
職

し
た
二
百
三
人
を
祝
い
励
ま
す
第

十
四
凶
新
就
職
者
激
励
大
会
が
、

去
る
五
月
二
十
七
日
午
前
十
時
か

ら
、
市
立
中
央
公
民
館
で
、
百
五

十
名
が
出
席
し
盛
大
に
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
の
主
催
者
を
代
表
し

て
、
(
人
口
本
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

「
日
本
の
産
業
は
厳
し
い
不
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
就
職

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
た
め
、
私
た
ち

は
、
社
会
的
企
業
の
責
任
と
使
命

を
果
し
て
行
き
ま
す
。
ど
う
か
皆

さ
ん
も
、
不
況
克
服
の
た
め
努
力
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三
万
九
千
円
を
超
え
る
高
額
療
養
対
策
を
検
討
す
る
中
で
、
無
料
化

を
含
め
て
五
万
一
一
千
円
で
、
ほ
ぽ
に
か
か
わ
る
乱
受
診
の
問
題
や
、

問
分
の
三
、
老
人
医
療
費
な
ど
公
薬
好
き
の
国
民
性
の
問
題
が
論
議

費
負
担
分
が
六
千
二
百
円
、
患
者
さ
れ
、
今
後
の
老
令
化
社
会
に
む

が
窓
口
で
一
万
一
千
四
百
円
を
負
け
る
医
療
権
保
の
問
題
と
と
も
に
、

担

し

て

い

ま

す

。

き

わ

め

て

重

大

で

あ

り

ま

す

。

さ
ら
に
、
国
保
で
給
付
す
る
五

O
担
当
課
か
ら
お
願
い

万
二
千
円
の
う
ち
、
三
万
六
千
八
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
脱
退
に

百
円
を
国
が
負
担
し
、
あ
と
一
万
伴
う
国
保
へ
の
届
出
が
遅
れ
る
こ

五
千
一
一
百
円
を
保
険
税
で
賄
っ
て
と
が
多
く
、
一
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

い

ま

す

。

絶

え

ま

せ

ん

。

た

と

え

ば

、

保

険

。

む

す

び

院

を

さ

か

の

ぼ

っ

て

支

払

う

こ

と

昭
和
五
十
一
二
年
度
の
保
険
税
の
に
な
っ
た
り
、
給
付
の
面
で
不
利

税
率
は
、
や
り
く
り
を
し
な
が
ら
益
な
扱
い
と
な
り
ま
す
か
ら
、
期

何
と
か
据
邑
く
こ
と
に
な
り
ま
し
限
内
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

た
が
、
前
記
の
よ
う
な
仕
組
み
で
併
せ
て
、
社
会
保
険
の
加
入
脱

す
か
ら
、
医
療
費
が
上
昇
す
る
と
退
の
事
務
取
扱
い
時
に
、
事
業
主

保
険
税
で
負
担
す
る
分
も
必
然
的
の
方
か
ら
国
保
届
出
に
つ
い
て
の

に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
指
導
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

最
近
で
は
、
増
加
す
る
医
療
費
し
ま
す
。

fi!i 
J果

今
年
は
、
国
民
健
康
保
険
法
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
四
十
周
年
、
全

市
民
が
必
ず
何
か
の
健
康
保
険
と

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
一
十
年
目
に
あ

た
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
国
保
の
制
度
は
年
を

追
っ
て
充
実
し
ま
し
た
が
、
と
り

わ
け
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い

て
全
員
七
割
給
付
達
成
、
高
額
療

養
制
度
の
探
用
な
ど
大
幅
な
改
善

を
行
う
と
と
も
に
、
老
人
医
療
の

無
料
化
な
ど
数
多
く
の
公
費
制
度

と
の
組
合
わ
せ
が
は
か
ら
れ
社
会

凡
又
文
に

f
dヨ』

市

詞
刊
け
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行

集

発

車漏

保
障
制
度
の
形
態
を
整
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

。
大
洲
市
の
現
状

市
に
む
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
一

年
三
月
末
現
在
で
総
人
口
の
五
十

四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
万
九

百
十
五
人
が
国
保
に
加
入
し
、
月

平
均
一
万
九
百
件
、
五
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
が
診
療
を
受
け
、

人
当
り
平
均
の
年
間
給
付
対
象
医

僚
費
は
、
六
万
九
千
六
百
円
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
市
民
背
保

険
と
な
っ
た
二
十
年
前
と
比
較
す

る
と
、
受
診
率
で
二
・
阿
倍
、
医

療
費
は
物
価
上
昇
分
を
差
引
い
て

も
十
倍
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま

た
y
o又

、
老
人
医
療
対
象
者
数
は
、

一
一
千
三
百
八
十
一
人
で
、
国
保
加

入
者
全
体
の
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
、
年
間
医
療
費
は
二
十
一
万

九
千
円
で
全
加
入
者
平
均
の
三
・

二
倍
を
要
し
て
い
ま
す
。

。
医
療
費
の
負
担
状
況

昭
和
五
十
-
-
年
度
の
一
人
当
り

医
療
費
六
万
九
千
六
百
円
の
負
判

内
訳
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
て
い
ま

す
が
、
国
保
で
負
担
す
る
七
割
と
、

し
て
く
だ
さ
い
O
L

と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
c

来
賓
祝
辞
で
近
田
市
長
は
、
「
み

な
さ
ん
は
大
き
な
希
望
を
も
っ
て

市
内
に
就
職
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
経
済
不
況
で
現
実
は
き

び
し
く
、
若
い
力
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
長
い
人
生
の
荒
波
を
乗
り

越
え
て
、
自
分
の
幸
せ
の
た
め
、

社
会
の
た
め
役
立
つ
よ
う
努
力
精

進
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
昨
年
市
農
協
に
就
職

し
た
先
輩
尾
上
君
の
激
励
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
全
員
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
新
就
職
者
を
代
表
し
、

松
下
寿
電
子
工
業
附
大
洲
工
場
木

邑
宏
治
君
と
四
国
電
力
側
近
藤
由

美
さ
ん
が
、
「
期
待
い
そ
う
よ
う
頑

帰
り
ま
す
」
と
、
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
歴
史

家
平
松
勝
太
郎
先
生
の
「
職
場
と

人
間
関
係
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
ー
ル
学
級
生
に
よ
る
つ
銭

太
鼓
」
の
上
演
が
あ
り
、
婦
人
会

員
の
料
理
に
よ
る
立
食
パ
ー
テ
ィ

で
前
途
を
祝
い
、
午
後
は
、
労
使

親
善
パ
ッ
ト
パ

y
卜
ゴ
ル
フ
大
会

を
行
い
、
楽
し
い
和
や
か
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

え
ひ
め

チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
オ
ー
ク
大
会

円
市
民
千
五
百
人
が
参
加
H

昭

和

五

十

二

年

慶

加
入
者

歩
く
楽
し
さ
の
中
で
健
康
〈
つ
く

り
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ウ
ォ

i
ク
大
洲
大
会
が
五

月
一
一
十
八
臼
、
肱
川
沿
い
約
五
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ

l
ス
で
、

愛
媛
新
聞
社
、
県
、
市
の
共
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空

む
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
緑
地
公

閣
に
は
、
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
家

族
連
れ
、
老
人
、
小
中
学
生
、
若

者
な
ど
約
千
五
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。ま

た
、
出
発
前
に
、
北
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
と
里
獅

子
保
存
会
員
に
よ
る
郷
土
芸
能
、

里
獅
子
が
ひ
ろ
う
さ
れ
、
大
会
に

花
を
そ
え
一
層
意
気
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
近
田
市
長
、
愛
媛

新
聞
社
中
村
専
務
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
全
員
が
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

て
、
十
時
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
肱
川
緑
地
公

園
か
ら
遊
覧
道
路
、
如
法
寺
、
一
品

土
橋
、
志
保
町
、
肱
川
堤
防
下
、

城
山
、
市
民
会
館
前
(
ゴ

i
ル
)
で
、

コ
ー
ス
順
に
各
自
、
思
い
思
い
に

歩
き
、
」
時
間
余
り
で
全
員
が
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
、
午
前
中
の
快
よ
い

運
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

人

当

り

平

均

医

撞

費

69，600円の負担状況
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次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。
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H
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。
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事

務
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(
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会
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。
心
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@
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こ
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社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
(
旧
大
洲
公
会

堂
)

。
家
庭
児
童
相
談
日

@

と

き

毎

日

9
時
l
M
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は

口
時
ま
で
、
日
曜
日

祝
日
は
休
み
ま
す

0

・
と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

。
行
政
相
談
日

・

と

き

毎

日

9
時
l
M
時

た
だ
し
、
月
曜
日
は

バ
み
ま
す
。

-
と
こ
ろ
市
民
会
館

。
不
動
産
相
談
日
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き
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日
日
目
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i
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口
μ宅

地
建
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協
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市
若
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支
庖
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子
さ
ん
の
母
の
日
の
作
文
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
北
中
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
の
お

か
あ
さ
ん
の
歌
の
合
唱
と
人
形
劇

へ
ソ
太
郎
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

藤
岡
ヨ
シ
コ
(
六
十
七
歳
大

洲
)
城
戸
サ
カ
ヱ
(
七
十
二
歳
阿

蔵
)
矢
野
ミ
チ
ル
(
七
十
七
歳
若

宮
)
矢
野
清
子
(
七
十
二
歳
田
ノ

口
)
平
田
マ
サ
ミ
(
五
十
四
歳
平

野
町
)
松
本
チ
ヨ
エ
(
六
十
三
歳
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南
久
米
)
高
田
ウ
メ
子
(
六
十
四

歳
菅
田
町
)
井
口
ミ
チ
エ
(
七
十

一
歳
蔵
川
)
宮
本
常
子
ぺ
四
十
歳

柳
沢
)
山
本
ス
エ
オ
(
四
十
九
歳

喜
多
山
)
正
月
豊
子
(
四
十
五
歳

三
善
)
三
瀬
清
香
(
六
十
六
歳
八

多
喜
町
)
政
所
サ
ワ
エ
(
六
十
歳

上
須
戒
)

こ
の
優
良
母
親
は
、
子
供
た
ち

を
立
派
に
養
育
さ
れ
、
婦
人
会
活

動
な
ど
を
通
じ
、
地
域
社
会
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
で
す
。

ま
た
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
幼
稚

園
児
、
小
学
校
児
童
の
描
い
た
母

の
日
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

水
郷
大
洲
の
夜
空
を
彩
る
名
物

肱
川
の
う
か
い
が
、
六
月
一
日
華

や
か
に
開
幕
し
ま
し
た
。

当
日
、
午
後
四
時
三
十
分
か
ら

如
法
寺
下
、
肱
川
治
い
に
あ
る
「

う
塚
」
で
う
の
供
養
を
行
っ
た
あ

と
少
名
彦
神
社
下
、

B
コ
l
ス
乗

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
ま
ご
こ
ろ
銀

行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

金

一

封

蔵

川

尾

上

猪

月

金
一
封
南
久
米
金
野
茂
敬

金

一

封

手

成

佐

野

祝

金
一
封
菅
田
町
山
内
昭
三

金
一
封
(
遺
族
会
へ
)

菅
田
町
山
内

金

一

封

市

木

山

下

吉

孝

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
村
井
ヤ
ス
ヱ

金
一
封
(
原
田
直
之
シ
ョ

l
売

上
げ
金
)
市
木
南
予
日
産
側

山
本
公
男

十
一
万
九
千
二
百
十
一
円
(
チ
ャ

リ
テ
ィ
l
ウ
ォ
l
ク
大
洲
大
会
チ

ャ
リ
テ
ィ
募
金
)

日召

五
百
円
(
お
こ
ず
か
い
の
一
部
)

若

宮

谷

岡

良

枝

堀
の
内
岡
美
智
代

(
物
品
の
口
座
)

衣
類
三
十
点
(
施
設
と
そ
の
他
へ
)

船
場
で
、
近
田
市
長
、
小
林
観
光

協
会
長
な
ど
関
係
者
約
七
十
人
が

出
席
し
、
神
事
を
行
い
シ
ー
ズ
ン

中
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
乗
船
場
か
ら
紅
ち

ょ
う
ち
ん
や
の
ぼ
り
な
ど
を
飾
っ

た
屋
形
船
に
、
各
地
か
ら
訪
れ
た

観
光
客
と
関
係
者
が
乗
船
し
ま
し

た
。
三
十
五
隻
の
遊
覧
船
は
午
後

六
時
肱
川
を
下
り
、
タ
ゃ
み
が
川

面
を
つ
つ
む
こ
ろ
、
あ
か
あ
か
と

か
が
り
火
を
燃
や
し
た
三
隻
の
う

船
に
、
古
典
的
な
衣
裳
を
つ
け
た

う
匠
が
、
十
四
羽
の
う
の
手
綱
さ

ば
き
も
あ
ざ
や
か
に
、
う
の
水
中

シ
ョ

l
の
妙
技
を
ひ
ろ
う
し
、
遊

覧
船
か
ら
は
盛
ん
な
声
援
と
、
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
八
時
、
う
か
い
聞
き
を
祝

う
約
三
百
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩

り
、
清
流
肱
川
を
舞
台
の
シ
ョ
ー

は
、
遊
覧
船
が
肱
川
橋
に
近
づ
く

こ
ろ
、
最
高
潮
に
達
し
、
観
光
客

は
、
う
か
い
開
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

橋
の
上
や
、
両
岸
に
集
ま
っ
た

大
勢
の
見
物
人
も
夜
空
を
こ
が
す

花
火
と
ト
7
か
い
開
き
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

今
年
の
う
か
い
遊
覧
船
の
料
金

は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。
小
型
船
九
人
乗
っ
一
万
三
千
円

大
刑
寵
十
八
人
乗
り
二
万
円

な
お
、
う
か
い
申
込
み
は
、
市

観
光
協
会
、
ま
た
は
う
か
い
登
録

底
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

洋
子

中

村

服

部

衣
類
三
点
(
老
人
へ
)

志

保

町

紺

田

満

徳

手
編
の
肩
掛
け
(
老
人
ヘ
)

若

宮

村

井

小

波

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

美
化
奉
仕
作
業

今
年
も
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動

強
調
月
聞
が
始
ま
り
ま
す
。

来
た
る
七
月
第
三
日
曜
日
(
七
月
十
六
日
)
を
「
奉
仕
の
臼
」

と
決
め
、
市
内
全
域
で
い
っ
せ
い
に
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

明
る
い
地
域
、
つ
く
り
と
郷
土
の
美
化
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
日
時
七
月
十
六
日
午
前
七
時
か
ら
十
一
時

二
、
実
施
方
法
各
区
長
の
指
示
に
従
っ
て
行
う
。
(
後
日
実
施

要
項
を
各
家
庭
に
配
付
し
ま
す
。
)

愛
媛
県
警
察
官
募
集

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
四

年
制
大
学
卒
業
者

。
第
一
次
試
験
日
時
・
場
所
七
月
二
日
(
日
)
新
居
浜
、
松

山
東
、
宇
和
島
の
各
警
察
署
。
(
試
験
当
日
ま

で
受
付
け
し
ま
す
)

八
月
中
旬
、
愛
媛
県
警
察
本
部

九
月
中
旬

昭
和
五
十
三
年
十
月
二
日

二
十
人

。
受
験
資
格

。
第
二
次
試
験

。
合
格
発
表

。
採
用
予
定
月
目

。
採
用
予
定
人
員

狩
猟
者
講
習
会
の

お
知
ら
せ

昭
和
五
十
三
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
会
の
日
韓
は
、
経
験
者
七
月
十
九
日
市
民
会
館
。
初
心
者

七
月
六
日
市
民
会
館
、
七
月
七
日
肱
川
五
郎
大
橋
の
下
の
両
日
。

時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
で
す
。

申
し
込
み
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
猟
友
会
ま
た
は
八
幡
浜
県

事
務
所
大
洲
出
張
所
林
業
課
(
四
!
四
一
一
一
一
一
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

。
暑
中
見
舞
用
郵
便
は
が
き
の
発
売

裏
面
に
「
あ
じ
さ
い
」
「
し
お
さ
い
」
の
絵
入
り
却
円
郵
便
は

が
き
2
種
類
を
7
月
1
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。
売
り
切
れ
な
い

う
ち
に
お
早
く
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

。
風
景
日
付
印
集
希
望
者
募
集
中

郷
土
の
美
し
い
風
景
、
名
物
を
図
柄
に
し
た
日
付
印
集
の
希

望
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
見
本
は
大
洲
郵
便
局
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と
は
窓
口
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。


